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西山 広太 (日本スペースガード協会)、石原 裕子 (郡山市ふれあい科学館)、Jordi Cepa(IAC)

近年、干渉計による近傍銀河のCOサーベイ観測がいくつか行われている。干渉計の観測は、その高い空間分
解能を生かし、主に銀河の中心領域の細かい構造を明らかにしてきた。それに対し、単一鏡での観測は全フラッ
クスを観測できる強みがあるが、中小口径の望遠鏡では銀河の構造を分解するには分解能が十分ではないため、
銀河に含まれる全分子ガス量を調べるものが多かった。近年、大口径望遠鏡による観測も行われるようになって
きたが、動径方向のみか、ごく限られた領域にとどまっている。これは、系外銀河では信号が弱いため、銀河全
体を細いビームで観測するには膨大な時間が必要となるためである。
野辺山 45m鏡に搭載されたBEARSは 25ビームを持つマルチビーム受信機で、その高いマッピング性能は 45m

鏡の高分解能と合わせて、系外銀河の観測に威力を発揮する。我々は、BEARSを用いて近傍渦状銀河 (Sa-Scd)63
個の COマッピング観測を進めている。この装置によって、全フラックスを観測できる単一鏡の強みを生かしつ
つ、銀河の渦状構造や棒状構造を分解できる高分解能な COマッピングによるサーベイが可能となる。対象とし
て選んだのは、距離が 25Mpc以下、天球面との傾きが 80◦以下、IRASポイントソースカタログで 100µmのフ
ラックスが 10Jy以上の天体である。


